
可
観
小
説
血
管
七

仕
の
段
、
訴
人
有
之
由
申
聞
候
所
吋
曾

τ承
引
不
仕
候
故
、
妻
子
召

出
し
書
置
を
も
見
せ
候
得
ば
‘
共
上
に
て
有
憾
に
申
上
。
七
三
郎
御

菟
の
儀
申
渡
と
い
へ
ど
も
、
喜
ぶ
弊
も
無
之
、
父
長
右
衛
門
儀
右
桝

共
分
陀
仕
置
候
段
、
不
屈
に
候
へ
共
、
七
三
郎
紳
妙
大
切
の
志
に
付
、

長
右
衛
門
も
出
牢
被
仰
付
の
皆
申
渡
候
所
、
難
有
皆
を
申
候
て
沸
泣

に
及
申
候
。
此
儀
委
曲
建
公
鶴
、
十
月
廿
-
日
至
孝
の
志
、
鏡
御
褒

美
永
代
武
人
扶
持
被
下
、
蛍
臨
庇
黄
金
十
雨
被
下
之
候
。
長
右
衛
門

俄
念
度
可
被
仰
付
候
得
共
、
七
三
郎
孝
行
の
志
御
感
に
付
御
発
、
七

三
郎
へ
御
預
被
成
候
回
目
被
仰
出
、
同
廿
四
目
於
公
事
場
申
渡
、
会
事

場
奉
行
・
郡
奉
行
等
、
七
三
郎
召
連
れ
越
後
屋
敷
へ
罷
出
候
。
年
寄

中
不
残
式
薮
迄
出
向
、
七
三
郎
は
玄
関
板
の
聞
に
奔
伏
い
た
し
候
。

て
管
家
親
筆
の
論
穏

或
云
。
春
日
宮
の
紳
庫
に
、
菅
家
親
筆
の
論
語
二
軸
あ
り
。
後
醍
醐

帝
よ
り
寄
附
せ
ら
れ
‘
藤
の
信
房
・
藤
房
の
奥
替
に
て
納
る
。
管
家

の
民
跡
は
是
を
以
て
殺
擦
と
す
ぺ
し
と
云
。

一
、
天
主
戦
渡
来
の
事

天
主
敬
の
事
例
同
批
判
噌
…
川
一
抑
制
…
路
一
開
明
明
の
隆
盛
・
寓
暦
の
頃
、
西
饗
の

利
鴻
賓
と
一
宮
南
護
人
渡
来
し
、
幅
削
江
府
の
内
に
閑
地
あ
り
け
れ
ば
、

1 

一
四
八

一
宇
を
諮
り
事
問
し
、
饗
穏
を
漢
字
に
鐸
し
、
天
主
質
義
・
崎
人
十
書

友
論
た
ど
云
寄
を
作
り
、
人
を
誘
難
し
け
れ
ば
、
年
月
を
経
て
共
法
を

信
者
y
る
者
多
く
・
た
り
け
り
。
叉
腐
処
我
と
一
式
南
強
入
、
共
徒
数
十
人

相
伴
ひ
来
て
、
利
鴻
貨
に
従
ひ
居
て
、
七
克
書
な
ど
云
書
を
作
り
、

愚
民
に
金
銀
財
貨
を
授
て
、
徒
を
結
ぶ
媒
と
す
o

日
本
に
て
は
盟
後

の
大
友
宗
麟
始
て
信
仰
す
と
云
。
武
徳
大
成
曲
芸
主
主
a

一
、
朝
鮮
園
使
節
の
来
聴

園
初
慶
長
十
二
年
正
月
朝
鮮
玉
来
勝
。
呂
蹴
吉
・
慶
遜
・
丁
好
寛
の
三

使
宗
義
智
同
道
し
、
三
月
京
師
に
来
る
。
東
照
宮
の
命
に
て
先
づ
江

戸
へ
赴
か
し
む
。
五
月
六
日
砲
接
あ
り
。

朝
鮮
園
王
李
時
奉
且
韓
日

日
本
国
王
殿
下
-

交
隣
府
選
自
v
古
而
然
。
二
百
年
来
海
波
不
ν
揚
。
何
莫
v
非
=

天
朝
之
賜
吋
而
敏
邦
叉
何
負
-
決

貴
闘
-
也
哉
。
壬
辰
之
鑓
伊
故
而
動
v
兵
。
格
納
極
後
。
而
及
且
先
王

丘
基
↓
一
敏
邦
君
臣
痛
心
。

貴
闘
共
職
昌
一
夫
吋
六
七
年
来
。
馬
島
雄
T

以
=
和
事
-
錯
。
諦
。
質
敏
邦

所
v
耽
。
承
聞
今
者
。

-
貧
困
改
昌
前
代
之
罪
行
手
笛
交
迄
遮
有
如
い
斯
。
則
堂
非
且
桶
園
生
鍵
之

踊
-
也
。
・
故
馳
=
使
品
川
一
以
鴛
-
弱
交
之
験
吋
一
小
腕
土
宜
具
践
=
別
幅
吋
一
統

希
=
盛
琵
-
不
宣
.

高
腎
三
十
五
年
五
月

朝
鮮
国
王
李

日

右
の
御
返
簡
は
、
相
園
寺
西
笑
長
老
と
云
者
裁
せ
る
よ
し
。

日
本
圏
源
秀
忠

朝
鮮
国
王
殿
下
-

玉
章
落
手
奔
披
.
蕪
縮
問
巻
傍
勿
v
措
。
不
ν
勝
目
歌
悌
吋
矧
又
呂
鮪
吉
・

鹿
遜
・
丁
好
寛
之
三
使
@
不
ν
遺
品
千
里
海
陸
二
到
昌
敏
邦
-
而
停
a

鍵
直
之
異
産
吋
如
=
別
幅
所
'
峨
件
件
納
受
.
懇
情
益
切
ゅ
感
慨
交
加
.

夫
吾
邦
於
=

奉
v
復
a

費
園
吋
一
緒
=
隣
盟
一
者
J
m
a
従
来
-
太
久
夫
.
今
也
要
v
傍
=
奮
交
↓
一
敏
邦
又

何
存
a
疎
志
-
乎

e

勢
利
之
交
古
入
所
v
差
.
只
宜
T

以
昌
信
義
-
骨
刷
。
心
也
。

維
時
緑
竹
風
静
a

黄
梅
雨
晴
。
伏
其
願
v
序
保
昔
-
不
宜
.

飽
集
丁
未
夏
五
月
日

日
本
国
源
秀
忠

右
西
笑
が
書
、
貨
に
図
書
の
健
を
失
ふ
。
愚
を
以
て
観
之
猶
然
り
。

可
観
小
麗
容
七

彼
土
の
人
士
貨
に
不
v
地
a
大
城
刊

一
、
我
閣
の
紙
に
三
品
あ
る
事

吾
閣
の
紙
三
品
あ
る
事
、
回
く
、
持
続
・
檀
紙
・
腕
紙
た
り
。
猪
穀
の

紙
は
今
世
俗
活
用
の
紙
に
て
普
く
知
之
。
檀
紙
は
秦
皮
紙
也
。
秦
皮

の
一
名
石
砲
と
い
へ
る
に
因
也
。
秦
皮
は
賀
州
に
て
、
た
ん
と
の
木

.と
-X
是
也
。
然
る
を
僅
紙
を
以
繭
紙
と
す
る
は
誤
る
。
繭
紙
は
高
麗

の
紙
の
一
一
極
也
。
叉
秦
皮
を
斐
皮
に
作
る
者
あ
り
。
是
は
秦
斐
、
古

へ
草
鐙
近
似
す
故
に
誤
る
。
麻
紙
は
今
の
鳥
の
子
紙
也
。
延
菩
式
典

薬
寮
の
下
に
紙
品
の
事
あ
り
。
可
考
。
白
石
諒

一
、
吾
園
に
朝
鮮
本
残
般
の
停
る
所
以

混
同
固
に
朝
鮮
本
の
書
籍
、
多
く
磁
依
し
て
遺
る
ゆ
ゑ
ん
は
、
壬
申
の
.

役
に
加
藤
清
正
、
大
締
三
般
に
積
て
肥
後
州
へ
停
致
せ
る
に
因

τ

也
。
共
故
は
甲
州
武
内
晴
信
の
野
師
花
、
板
垣
法
印
と
い
ふ
あ
り
。

晴
信
死
し
、
勝
額
敗
亡
の
後
板
垣
氏
、
清
正
に
奉
仕
し
鎚
幸
を
得
て
、

総
千
石
を
食
て
肥
後
に
あ
り
け
り
。
朝
鮮
の
役
方
に
起
る
に
及
て
、

清
正
、
板
垣
に
語
て
目
。
某
三
軍
の
司
命
と
成
て
海
外
に
赴
く
。
生

て
本
固
に
湿
る
事
あ
る
ぺ
か
ら
宇
。
異
域
の
鬼
と
成
ペ
し
。
生
前
に

於
て
一
つ
の
遺
念
あ
り
。
女
子
三
鐘
あ
り
て
皆
幼
税
友
り
。
そ
の
烏

一
回
丸




